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【緒言】 

 長距離系の競技者では、オーバーユースによる下肢の

怪我が多く、近年ではそれらの治療のためにキネシオテ

ーピングが施される機会が増加している。キネシオテー

ピングによる効果は様々あるが、特に皮膚の感覚受容器

における感覚注意力の向上がある。これまでにキネシオ

テーピングによる膝関節位置覚への影響や、足関節への

影響をみた先行研究はなされているが、肩関節位置覚へ

の影響をみた研究はなされていない。特に上肢では、利

き腕、非利き腕の使用頻度に差があり、位置覚にも差が

あるのではないかと考えられる。 

 そこで本研究は、足関節や膝関節に比べて角度の変化

が見やすい肩関節位置覚を用いてキネシオテーピング

が肩関節位置覚に及ぼす影響を明らかにすることを目

的とした。また、利き腕と非利き腕における位置覚の差

についても明らかにすることを目的とした。 

 

【方法】 
肩に傷害のない大学生 21 名（男性 16 名・女性 5

名）を本研究の被験者とし、各両肩 42 肩を被験肩と

した。 
測定は閉眼により自身の感覚で指示した目標角度

（肩関節屈曲・外転とも 90°）を体現させた実施角

度を測定する関節角度テストと、開眼で設定角度（肩

関節屈曲・外転とも 90°位置に目安マーカーを設置）

を認識させた後閉眼により自身の感覚で設定角度を

再現させた再現角度を測定する関節角度再現テスト

をキネシオテープの貼付け有無の条件でそれぞれ 5
回行った。キネシオテープは両腕の三角筋に貼付け

た。また、各解析項目からそれらの誤差角度を算出

し、比較に用いた。各解析には測定動作時のカメラ

によって撮影した画像（各正面、側面、頭上）から、

屈曲時の屈曲角度、水平屈曲角度（以下、屈曲・屈

曲角度）と外転時の外転角度、水平屈曲角度（以下、

外転・屈曲角度）を使用した。 
各項目の比較にはｔ検定を使用し、有意水準はい

ずれも 5％未満とした。 
 

【結果】 

関節角度テストでは、非利き腕の屈曲角度の目標

角度との誤差（以下、実施誤差角度）において、テ

ープ無が 6.9±5.0°、テープ有が 5.4±3.7°であり、

テープ有よりテープ無の方が有意に高い値を示した。

また、実施角度(テープ有)の屈曲・屈曲角度におい

て、利き腕が 80.6±4.3°、非利き腕が 83.6±5.3°

であり、利き腕より非利き腕の方が有意に高い値を

示した。 

関節角度再現テストでは、テープ有無による再現

角度との誤差（以下、再現誤差角度）に有意な差は

みられず、また同様に利き腕と非利き腕間にも有意

な差はみられなかった。 
 

【考察】 

 関節角度テストでは、利き腕と非利き腕における実施

角度（テープ有）の屈曲・屈曲角度において、利き腕が

非利き腕より有意に小さいことが認められた。この要因

として、利き腕の方が日常的に動作させる頻度が高いこ

とから、非利き腕より位置覚が鈍感になっている可能性

があるため、有意差がみられたと考えられる。 

 また、非利き腕におけるテープ有無での実施誤差角度

の比較で有意差がみられた要因として、非利き腕の方が

キネシオテープの効果を受けやすいということが考え

られる。非利き腕では、テープ無とテープ有とを比較す

ると、テープ有で実施誤差角度が減少していた。 

 関節角度再現テストにおいては、テープ有無による再

現誤差角度に有意差はみられなかった。その要因として、

傷害歴のない被験者において実験を行い、さらに設定角

度を記憶したことである程度正常に角度が再現された

と考える。このことから、傷害暦の無い被験者は位置覚 

が正常であり、キネシオテープによる効果が現れなかっ

たと考える。しかし、外転角度のテープ有無の比較では、

有意差はみられなかったものの、利き腕、非利き腕とも

にテープ有の方が誤差が小さくなる傾向がみられた。 

  

【結論】 

 キネシオテープ貼付が肩関節位置覚に影響を及ぼす

可能性が示唆された。 


